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R田 7:水谷 宏「現用カムライグ語の tei′ の発音」
「現代カムライグ語」CttШaeg D市eddarは、20世紀後半、特に21世紀に

近いころ以後のカムライグ語を「現用カムライグ語」CymTaeg Cyfoesと 呼ん

で区別することができる。この変種では、`‐ ei′ と綴られる前方型二重母音の発

音が [oJと 〔εJの二通りがある。 しかし、20世紀に出版された学習者向きの

人門書の他、学術書などでも、前方型二重母音にはそのどちらかが含まれてい

ないものがある。[olだけのものとしては、s五th,A.S.D_e.1925)″
“

強

ルああ E響、BOwen,」 T&Rhys Jones,■ J.(1960)賀″盪 乃凛
“
ar″υ助 の

比較的古い出版のものがあり、[olと Icl両音を併記していて、「自由変異」■ee

v誼adonと して扱っていると思われるものには、Thomas,PW(1996)
ara2adィァ

…

昭 がある。一方で、説明では両音を併記してはいるが、本

課に出てくる単語の発音には [olだけが表記されているものに、Brake,R&
Myrdd雌,M.(1990″誡壺力 ″レ

“
″盪盪sがある。反対に、説明では [o』 だ
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けが表記されているが、テープの録音では [εJが用いられているものに、Lg,
G(1995)囲Og置』 ″2憂 力`ある。同じ著者の (1993)″hね″ 口 では、

自明として特に説明を与えず、従って、[cJと していると推測するしかないも

のもある。他方、Thome,D.A.(1990∠ ぃ ,“ ″醸強 a協ロロ″ で

は、[olは含まれず、[εJのみとなっている。

上記のテキスト類は、英語話者を対象に書かれているので、英語の発音を参

照にして、カムライグ語音を説明しようとする場合が多い。従って、われわれ

日本人読者が参考にするときには、
｀
以下のことに注意が必要である。

カムライグ語の `‐dPの綴り字の発音が、英語の we「 目」の発音と同じだと

する説明がなされる場合がある。日本で英語教育を受けた日本人であれば、だ

れもが eyeノ aIノ と発音してしまい、カムライグ語の tae′
,■ a■',tau′ の綴り字

の発音と変わらないことになってしまう。カムライグ語では、mae,Mdはいず

れも ノlllaIノ と発音され、dauは ノdaIノ 、cauは ノkaIノ と発音されるが、 d`P
の綴り字の単語、ma士 `mttdent`壼dOつrOpert/,Cρふiogゎ ellmプ ,bttdd
6aFdd Ъarご の複数)等々の `―が'は、ノaIノ ではなく、[o]と 発音されるので

ある。または [εJと発音されて、これらの単語は、m激山『 molnlr]～ rmelnlrl,

ailldO roIう。卜『 c16o],cρ iniog[:k。1可o9卜 rkCI可。91,bddd『 bolr6卜『 bBIrO]と

発音されるのが一般的である。

では、なぜ eye r目 」の発音と同じとの説明がなされたかというと、カムリの

国では、英語の地域的変種 (方言)の一つである 「ウェールズ英語」 Welsh

Enttsh,Wenglishも 話されており、むしろ話し手の数からは、カムライグ語の

話し手の数よりも多い人たちがこの英語方言を日常的に使用しているからなの

である。多分のこのような説明をしているテキス トの著者自身の英語の方言も、
この「ウェールズ英語」の方言の一種であろうと推測できる。そして、この英

語の方言では、eye「 目」の発音は ノaIノ ではなく、[olと 発音されているので

ある。カムリの首都 Caerdydd′ kalrdiOノ 供 語名 :Carとぽ ′kα dl〃 )の街頭で

耳にする地元の英語の話者の発音でも、eye[ol],p五 ce[pr●Isl,鵬 ilol月 ,五ce

[r●Is]が一般的である。そのような英語の方言を話している学習者が、「カムラ

イグ語の tei′ の綴 り字の発音は、英語の eye「 目」の発音と同じである」との

説明を読めば、m術 を []molnlrl、 ailldoを ro16Dlと 発音することは極めて

容易なことなのである。しかし、ノaIノ はあるが、loJの発音習慣のないわれわ

れ日本人には、この説明はまったく意味をもたない。むしろ危険な説明という
ことにもなりかねない。日を大きく開けて ノaIノ と発音し、口をすこし開けて
(上下の歯をかみ合わせるようにして)[olの発音をし、2種類の「アイ」の発

音習慣を身につける必要がある。
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さて、tei´ の綴 り字を [cI]と発音することについては、20世紀後半、特に

1970年代以降の「現用カムライグ語」C「腱aeg Cyfoethの 特徴と看倣すこと

も可能であろう。即ち、「自由変異」として明記する (即 ち、【olと [ε』 の両

方の発音を認める)場合と、そうでない ([ollを認めず [elのみを4種類の

前方型二重母音の一つとして認める)場合とにかかわらず、この綴 り字が [ε』

と発音されるのは、20世紀の後半になつてからと観察されるのである。それ以

前の「現代カムライグ語」C「けaeg D市eddarで は、この二重母音は [●]と
して認識されていたと推測される。事実、」ohn MOrrls JOnes(1913:115)が言

及しているように、「古期カムライグ語」からの発達過程において、■
d‐'の綴り

字の [‐ε‐]の母音の発音が、「開いた ‐
c‐」から「閉じた ―

e‐」を経て、「現代カ

ムライグ語」の [‐ o‐ ]に発達していたというのが定説であろう。ただし、開音

節や強勢のある音節では、「現代カムライグ語」の [‐ aI‐ ]への発達が指摘され

ており、その場合には、綴り字も `‐江‐'と なっている。

生まれながらにカムライグ語を母語として習得した、所謂「ネーティヴ・ス

ピーカー」 (現地では、Wdshが第一言語という意味で、「Wlの話し手」と分

類されることがある)は、当然のことながら生まれ育って地域の方言を話す人

たちである。そのようは人たちは、「綴り字」以前に「話し言葉」C「口aeg nafar

が身についているから、「働くこと」という概念をカムライグ語で口にする時に

は、『 gwolq.lと 発音し、「旅をすること」は『 t●10jolと いうのが習慣であつ

た。そして、学校等の教育を通じて習得した「文章語」Cymraeg llenyddolの

使用では、`gweith■ o',teith■o'の綴り字を用いるのである。

他方、1970年代以降の「現用カムライグ語」ないしは「生きたカムライグ語」

CFttaeg BF7では、一つの方向として、「綴り字発音」Sp硼hg PFOnll■ciauon

が考えられる。カムリの国に生まれ育ったカムリの人々のなかに、英語を母語

として成長し、学校教育等々でカムライグ語を習得した人々 (W由並 が第 2言
語という意味で「W2の話し手」とされる人々)は、`gwelthlo',`td肛 o'の綴 り

字が「視覚言語」として先に日に入り、その綴り字通りに発音すると [℃wε10iDl

や [b旬Dlの ように、「綴り字通りの発音」が定着していつたものと推測でき
るのである。1970～80年代では、「旅をすること」を [t●101Dlと 発音する人は
「Wlの話し手」であり、[telqDlと 発音する人は「W2の話し手」であると

判断することも可能なほどであったが、`… gr,madeg y G「瞳aeg yn rhaxl olaf

yrr ugttded ganrif'-20世 紀最後の時期 (部分)におけるカムライグ語文法」
の記述を目的とする ‐ orne,D.A(1996)のa″dな の磁″τ 供語版は、
1993年)では、そのような判断は不可能になったという現実を伝えている。言
い換えれば、1970年代以降に「綴り字発音」が定着の方向に向かい、1990年
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代には、I●I]→ [εI]の発達が「現用カムライグ語」において、ほぼ完成したと

判断できるのである。

しかしながら、文法書で扱われていないとの理由から、現在、『 9wolq。]ゃ

rtoI鉗。Iの発音がまったく聞かれなくなつたとするのは早計である。今年 3月

に関西で会ったカムリからの留学生 (多分、1980年代初めごろの生まれのWl
の話し手)と の会話でも、この二重母音の発音を耳にした体験が筆者にはある。

完全に消滅 (死滅)した訳でないのである。確かに、1990年代初めごろの方言

研究会で、いくつかの地域で、地域的方言変種の表現が聞かれなくなり、標準

化が進んでいるとの報告もあつた。 しかし、l●I]→ 【eJの発達には、標準化と

平行する形で、「言語使用域」Re」sterの問題が関係しているのであろう。

地域的方言変種とは別に、「話し言葉」Cymraeg Llafarの特徴として、この

二重母音の発音は、「もつともくだけた」使用域では、『 9ⅥOolの ような発音習

慣が古くからあつた。それが、「中立的」使用域で 恥w●103。〕となり、「もつと

も丁寧な、公式の」使用域で、『 gwεlqDlと なり、限りなく「文章語」C「Шaeg

■lenyddolに近づくのであつた。このように考察してくると、`‐ ei´ の綴り字の

発音は、【‐・ 1‐ 卜[‐ cI‐ ]と 表記するのが妥当であろうと思われる。

もう一つの説明の可能性は、カムライグ語の [olと [c]は極めて近い母音

として発音されているという、調音的事実がある l」ohn Moコ由 Jones,1913:10。

」ohn Mo瀾ds JoFleSの指摘は、中期カムライグ語の初期の段階での写本の綴り

字を観察した結果に基づいているが、現在市販されている教材の録音 (本稿の

冒頭にいくつか紹介したものを含む)においても、そのような調音的事実は観

察されるのである。筆者自身が、1998年度にカムリ全域で実施した方言の現地

調査でも、この事実は観察された。例えば、pen/pen/「 頭」は、[pen卜[pon]と

記述することが可能である。

最後に、それではネーティヴ・スピーカーではないわれわれ日本人学習者は、

どのようにすればいいのかというと(相手の発音を聞く時には、1‐ ol‐ 卜[‐εl‐ ]

のように幅をもつて聞くようにし、どちらか一方の発音だけを期待しないこと

である。そして、こちらが話す場合には、強勢のない音節では [‐ ol‐ ]と 発音し、、

強勢のある音節では [‐sI-1と 発音するように努力すればいい。例えば、「ここ

に座っていいですか」と尋ねるような場合には、`Gaieおtedd"は7を、『 go l

Iヽste6 0malと 発音し、「アイステズヴォドに行きたい」と言いたければ、

電赫 i ttndrr EilsteddfOど を [lhofun I:Ⅵ nd lr● IsぜεOvodlと 発音 して、両

者の相違を楽 しんでみるのもいい。

勿論、いずれか一方の発音だけで通 しても、通 じない訳ではないことは言 う

までもない。
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